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6 海・山・川でいっぱい遊んで
夏休みの思い出づくり！

福島わらじまつり2012

夏のリフレッシュ体験

7 Welcome to FUKUSHIMA!
ふくしまの
くだもの体感ツアー

8 インフォメーション
●こでらんに博スタート！

表紙紹介

華麗な踊りと衣装、イキイキと
した表情が、華やかに夏の夜を
彩りました。踊り手だけでなく
観客の皆さんも、輝く瞳と自然
にほころぶ笑顔が印象的でした。

「わらじまつり
　 　（ダンシングそ～だナイト）」
撮　影：佐 久 間　智 之 さん
　　　  　（平成24年度市民カメラマン）

撮影地：国道13号信夫通り

■全国やきとリンピック in ふくしま
と　　き／10月6日（土）・7日（日） 

午前11時～午後8時（最終日は午後6時まで）
※開会式は午前10時30分から

と こ ろ／さんかく広場ほか
内　　容／全国の7大焼き鳥タウン（室蘭・

美唄・福島・東松山・今治・長門・久
留米）の名店の焼き鳥が一堂に
勢ぞろい

問い合わせ／全国やきとリンピックinふくしま
実行委員会（福島民報社内） 
☎024-531-4161

■全国餃子万博inふくしま
と　　き／10月13日（土）・14日（日） 

午前10時～午後5時
（最終日は午後4時まで）

と こ ろ／JRA福島競馬場
内　　容／福島をはじめ、海外や全国各地

のご当地ギョーザ販売と県内の
人気グルメを味わえるブースを
設置

問い合わせ／全国餃子万博inふくしま実行委
員会（福島商工会議所内） 
☎024-536-5511

■第3回全日本曲技飛行競技会
と　　き／10月6日（土）～8日（月・祝） 

午前9時～午後4時（最終日は午後2時まで）
と こ ろ／ふくしまスカイパーク
内　　容／航空競技エアロバティックスの日本一を決め

る大会。世界の空で活
躍する室屋義秀（むろ
やよしひで）さんによ
るエキシビションフラ
イトなど

問い合わせ／ふくしまスカイパーク  
☎024-558-6880

■こでらんにフェスティバル2012
と　　き／10月20日（土） 午前10時～午後4時
と こ ろ／街なか広場
内　　容／
◆3世代ダンスユニット　デビューアトラクション
「福島市こでらんに博」PRのために結成されたダンスユニットが初お
披露目。福島の元気をダンスで発信！
◆こでんらんに市場
市産野菜の直売。「街なかマルシェ」など
も同時開催
◆食の復興イベント　巨大鍋海鮮パエリア
福島市初！ 市産の食材をたくさん使った
パエリアで、食の安全・安心をアピール

問い合わせ／福島市こでらんに博実行委員会  
☎024-531-6432

の お秋 す す め イ ベ ント

▲迫力満点の航空ショー

▲巨大鍋海鮮パエリアが
本市初登場

復 興 再 生 元 年

スタート！
　「こでらんに」とは福島の方言で「たまらない、最高だ」という意味。本市の雄大な自然と四季折々の美しい
花々、数多くのおいしい果物、そして個性豊かな温泉。これらの魅力を生かし、市内で開催されるさまざまなイ
ベントを博覧会に見立てた「福島市こでらんに博」が、今年の秋から3年間にわたって開催されます。
　国内外の多くの皆さんに本市の魅力を体感していただき、安全・安心・元気を発信します。

〒960-8031 福島県福島市栄町1－1 ☎024-531-6432

福島市こでらんに博実行委員会
【 ㈳福島市観光コンベンション協会内 】 こでらんに博 検索 クリッ

ク福島市こでらんに博 
公式ホームページ
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【 特 集 】
わらじまつり
2012

　
江
戸
時
代
か
ら
続
く
「
信
夫
三
山
暁
ま

い
り
」
は
、
旅
の
無
事
や
健
脚
を
願
っ
て

羽
黒
神
社
に
大
わ
ら
じ
を
奉
納
し
た
こ
と

が
始
ま
り
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

祭
り
に
由
来
す
る
夏
の
風
物
詩
が
「
福
島

わ
ら
じ
ま
つ
り
」
で
す
。
日
本
一
の
大
わ

ら
じ
の
伝
統
を
守
り
、
冬
の
「
暁
ま
い

り
」
に
奉
納
さ
れ
た
大
わ
ら
じ
と
合
わ
せ

て
一
足
と
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
健

脚
を
祈
願
す
る
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
今
年
の
わ
ら
じ
の
奉
納
で
は
、
大
わ
ら

じ
の
ほ
か
、
夜
空
に
向
か
っ
て
立
つ
長
さ

約
７
ｍ
、
重
さ
約
1
ト
ン
の
「
福
幸
わ
ら

じ
」
も
登
場
さ
せ
る
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら

し
た
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
道
か
ら
大

き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
23
団
体
、
約
２
，６
０
０
人
に
よ

る
「
わ
ら
じ
お
ど
り
」
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

調
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
る
「
ダ
ン
シ
ン

グ
そ
ー
だ
ナ
イ
ト
」
、
さ
ら
に
「
わ
ら
じ

競
走
」
も
に
ぎ
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
、

２
日
間
に
わ
た
っ
て
福
島
の
元
気
が
は
じ

け
ま
し
た
。

さ
ん
ざ
ん
あ
か
つ
き

は
ぐ
ろ

ふ っ こ う

わらじまつり

　　　　8月3・4日の両日、福 島市の夏を彩る
　　　「第43回福島わらじま つり」が開催されました。
　伝統を受け継ぎながら新し いことに挑戦していこうと
名物の大わらじに加えて長さ７ ｍの「福幸わらじ」も新登場。
　　　福島のあふれる元気を 全国に発信しました。
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1～6 わらじおどり
7 　　大わらじパレード
8 　　福幸わらじ
9～11 わらじ競走

3・10 撮影：平成24年度市民カメラマン 佐久間智之さん
6 　　撮影：平成24年度市民カメラマン 宍戸　良之さん
7 　　撮影：平成24年度市民カメラマン 吉井　勝美さん
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【 特 集 】
わらじまつり
2012

　
福
島
市
の
地
域
医
療
を
担
う
病
院
の
一

つ
福
島
赤
十
字
病
院
に
看
護
師
と
し
て
勤

務
し
て
い
る
渡
邉
あ
ゆ
み
さ
ん
は
、
病
院

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
祭
り
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
「
き
っ
か
け
は
、
地
域
貢
献
の

一
助
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
か

ら
で
し
た
」
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

一
つ
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
る
と

い
う
点
で
祭
り
は
日
々
の
仕
事

と
共
通
し
て
い
ま
す
。
部
署
や

職
種
を
越
え
て
人
の
つ
な
が
り
が
深
く

な
っ
た
り
、
元
気
を
届
け
る
つ
も
り
が
沿

道
か
ら
の
声
援
に
元
気
を
も
ら
っ
た
り
、

毎
回
得
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
で

す
。

　
「
特
に
今
年
は
、
昨
年
震
災
で
救
護
活

動
を
し
て
い
る
時
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ

ん
に
掛
け
て
い
た
だ
い
た
『
あ
り
が
と

う
。
頑
張
っ
て
！
』
と
い
う
声
が
忘
れ
ら

れ
ず
、
私
も
『
元
気
』
と
『
感
謝
』
を
届

け
た
い
と
思
っ
て
踊
り
ま
し
た
」
沿
道
の

歓
声
と
一
体
と
な
っ
て
２
時
間
踊
り
通
し

た
後
の
達
成
感
と
爽
快
感
も
祭
り
の
魅

力
。
「
み
ん
な
で
喜
び
を
分
か
ち
合
い

な
が
ら
、
や
っ
ぱ
り
私
た
ち
は
福

島
っ
子
な
ん
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」

　
後
日
、
職
場
を
訪
ね
る
と
、
普
段

ど
お
り
命
と
向
き
合
い
、
支
え
る
仕

事
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
「
わ
ら
じ
ま

つ
り
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
パ
ワ
ー
を

も
ら
い
ま
し
た
。
ま
す
ま
す
仕
事
を
頑

張
れ
ま
す
。
来
年
の
夏
も
仲
間
と
一
緒
に

は
じ
け
ま
す
」
と
、
仕
事
も
祭
り
も
全
力

投
球
す
る
渡
邉
さ
ん
ら
し
い
言
葉
。
そ
の

笑
顔
は
、
と
て
も
爽
や
か
で
し
た
。

　
結
婚
後
、
４
人
の
お
子
さ
ん
に
恵
ま
れ

た
阿
部
由
美
子
さ
ん
。「
三
河
台
ま
つ
り

愛
好
会
」
に
入
会
し
た
の
は
、
今
か
ら
7

年
前
。
引
っ
込
み
思
案
だ
っ
た
お
嬢
さ
ん

の
た
め
に
、
心
か
ら
何
か
を
楽
し
む
経
験

を
さ
せ
た
い
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
大
人
も
子

ど
も
も
一
つ
に
な
っ
て
踊
る
喜
び
を
知
っ

た
お
嬢
さ
ん
は
、
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
の

キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
ほ
ど
に
。
そ
し
て

阿
部
さ
ん
も
「
気
が
付
く
と
勧
め
た
私
自

身
が
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
福
島
市

の
メ
ー
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
踊
り
は
壮
大
。
仕
事
と
も
家
庭
と
も
違

う
非
日
常
的
な
空
間
で
、
自
分
を
表
現
す

る
っ
て
最
高
！
」
い
つ
し
か
家
族
全
員
で

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
昨
年
か
ら
は
お

孫
さ
ん
も
含
め
て
三
世
代
で
「
わ
ら
じ
ま

つ
り
」
に
参
加
し
て
い
る
阿
部
さ
ん
ご
一

家
。

　
「
毎
年
ア
ウ
ト
ド
ア
で
家
族
の
絆
を
深

め
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
今
で
は
家
族
で

祭
り
に
夢
中
に
な
る
こ
と
が
大
切
な
一

日
。
次
男
も
東
京
か
ら
帰
省
し
て
参
加
し

て
い
る
の
で
、
体
力
の
続
く
限
り
踊
り
続

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
踊
っ
て
い
る

時
は
、
沿
道
で
見

て
い
る
人
も
楽
し

め
る
よ
う
に
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も

工
夫
し
て
い
る
の

で
、
来
年
も
応
援

を
お
願
い
し
ま

す
」
と
阿
部
さ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
パ
ワ

フ
ル
な
踊
り
と
家
族
の

絆
で
福
島
を
さ
ら
に
元
気
に

し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

仕
事
も
祭
り
も
全
力
投
球
！

今
年
は
特
に
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
踊
り
ま
し
た

祭
り
は
、
家
族
の
絆
を
深
め
る
日

体
力
の
続
く
限
り
踊
り
続
け
ま
す

福島赤十字病院　
手術室看護係長

渡邉あゆみさん

三河台まつり愛好会

阿部由美子さん

◀
病
院
チ
ー
ム
一
体
と
な
っ
て
踊
り
ま
し
た

▲鳴子を手に踊る渡邉さん

▲撮影：
平成24年度市民カメラマン　
　　　　　　　宍戸良之さん

▼撮影：平成24年度市民カメラマン　
　　　　　　　　　　吉井勝美さん

▲撮影：平成24年度市民カメラマン　加藤秀雄さん▲撮影：平成24年度市民カメラマン　加藤秀雄さん

◀お孫さん、息子さん
と一緒に元気に踊る
阿部さん

◀お孫さん、息子さん
と一緒に元気に踊る
阿部さん

▶
家
族
や
愛
好
会
の
仲
間
と
共
に
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ボランティアとして参加した
佐藤　かおりさん
［福島大学  4年生］
佐藤　かおりさん
［福島大学  4年生］

子どもたちが伸び伸びしていて、すごく楽しそうでした。
短い時間でしたが、みんな個性的で元気いっぱいでとて
も仲良くなることができました。子どもたちの思考や行
動が控えめにならないためにも、とても意味のある事業
だと思います。これからも継続してほしいですね。

みんなで
力を合わせて
頑張ろう！

みんなと
一緒だと
楽しいね！

海って
気持ちいい！

屋外活動が十分にできない福島市の子どもたちに、夏休みに元気いっぱい遊んで心身
のリフレッシュをしてもらおうと、昨年に引き続き7月22日から8月25日まで、いわき・
南会津・那須・佐渡・夕張の5コース（計28班）で開催。3,138人が参加しました。

7月28・29日に「ふくしまのくだも
の体感ツアー」が行われました。首
都圏を中心とした県外の方を対象
に、「いで湯とくだものの里」福島
市に足を運んでいただき、果物狩
りや盛夏の福島路を満喫していた
だくものです。このツアーは、参加
者の皆さんの目で元気な福島市を
見ていただこうと昨年から実施し
ています。

２９日に行われたモモ狩りでは、果樹園
の方においしいモモの見分け方を教え
てもらいながら、取れたての甘くてみず
みずしいモモをたくさん食べていただ
きました。

▲地域の人たちとの触れ合いも旅の楽しみの一つ。
　ラッピングバスに乗った参加者の皆さんと地元の方々

▲いよいよモモ狩り。
　自然と笑顔がこぼれます

▲畑には、熟したモモがいっぱい！

「昔、福島市に住んでいて、それ以来、たびたび福
島を訪れています。今回は孫に福島のおいしいモ
モを食べさせてあげたいと思ってツアーに参加し
ました」
凌太くん：「福島のモモは甘くてとってもおいしい！」

ツアー参加者のお話

取れたてのモモを
丸かじり！

尾川　善昭さん・時子さん
　　　凌太くん［小学１年生］
尾川　善昭さん・時子さん
　　　凌太くん［小学１年生］

東京都東京都
お がわ よし あき とき こ

りょう た

木のオモチャを
手作りしました！

那須

佐渡

南会津

▼川に入って魚のつかみ捕り

▲みんなでおいしい昼食作り！

▲海風を受けながらのたらい舟体験

福島県くだもの消費拡大委員会 検  索 クリック秋のふくしま“くだもの狩り情報”については、
「福島県くだもの消費拡大委員会」ホームページよりご覧頂けます。

体感ツアー
Welcome to FUKUSHIMA! 山海 ・・ 川 いっぱい遊んでで 夏休みの思い出づくり！

ふくしま
の

夏の リフレッシュ体験
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夏のリフレッシュ体験

7 Welcome to FUKUSHIMA!
ふくしまの
くだもの体感ツアー

8 インフォメーション
●こでらんに博スタート！

表紙紹介

華麗な踊りと衣装、イキイキと
した表情が、華やかに夏の夜を
彩りました。踊り手だけでなく
観客の皆さんも、輝く瞳と自然
にほころぶ笑顔が印象的でした。

「わらじまつり
　 　（ダンシングそ～だナイト）」
撮　影：佐 久 間　智 之 さん
　　　  　（平成24年度市民カメラマン）

撮影地：国道13号信夫通り

■全国やきとリンピック in ふくしま
と　　き／10月6日（土）・7日（日） 

午前11時～午後8時（最終日は午後6時まで）
※開会式は午前10時30分から

と こ ろ／さんかく広場ほか
内　　容／全国の7大焼き鳥タウン（室蘭・

美唄・福島・東松山・今治・長門・久
留米）の名店の焼き鳥が一堂に
勢ぞろい

問い合わせ／全国やきとリンピックinふくしま
実行委員会（福島民報社内） 
☎024-531-4161

■全国餃子万博inふくしま
と　　き／10月13日（土）・14日（日） 

午前10時～午後5時
（最終日は午後4時まで）

と こ ろ／JRA福島競馬場
内　　容／福島をはじめ、海外や全国各地

のご当地ギョーザ販売と県内の
人気グルメを味わえるブースを
設置

問い合わせ／全国餃子万博inふくしま実行委
員会（福島商工会議所内） 
☎024-536-5511

■第3回全日本曲技飛行競技会
と　　き／10月6日（土）～8日（月・祝） 

午前9時～午後4時（最終日は午後2時まで）
と こ ろ／ふくしまスカイパーク
内　　容／航空競技エアロバティックスの日本一を決め

る大会。世界の空で活
躍する室屋義秀（むろ
やよしひで）さんによ
るエキシビションフラ
イトなど

問い合わせ／ふくしまスカイパーク  
☎024-558-6880

■こでらんにフェスティバル2012
と　　き／10月20日（土） 午前10時～午後4時
と こ ろ／街なか広場
内　　容／
◆3世代ダンスユニット　デビューアトラクション
「福島市こでらんに博」PRのために結成されたダンスユニットが初お
披露目。福島の元気をダンスで発信！
◆こでんらんに市場
市産野菜の直売。「街なかマルシェ」など
も同時開催
◆食の復興イベント　巨大鍋海鮮パエリア
福島市初！ 市産の食材をたくさん使った
パエリアで、食の安全・安心をアピール

問い合わせ／福島市こでらんに博実行委員会  
☎024-531-6432

の お秋 す す め イ ベ ント

▲迫力満点の航空ショー

▲巨大鍋海鮮パエリアが
本市初登場

復 興 再 生 元 年

スタート！
　「こでらんに」とは福島の方言で「たまらない、最高だ」という意味。本市の雄大な自然と四季折々の美しい
花々、数多くのおいしい果物、そして個性豊かな温泉。これらの魅力を生かし、市内で開催されるさまざまなイ
ベントを博覧会に見立てた「福島市こでらんに博」が、今年の秋から3年間にわたって開催されます。
　国内外の多くの皆さんに本市の魅力を体感していただき、安全・安心・元気を発信します。

〒960-8031 福島県福島市栄町1－1 ☎024-531-6432

福島市こでらんに博実行委員会
【 ㈳福島市観光コンベンション協会内 】 こでらんに博 検索 クリッ

ク福島市こでらんに博 
公式ホームページ
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